
2021 年度 第 2 回定例理事会議事録 

 

日 時： 2021 年 5月 20 日 13:30‐15:15 

場 所： 会議出席者：（理事）17 名  （監事）2 名  (傍聴)  事務局 2名  

      （欠席） なし    (会議室出席： 17 名、 Zoom 参加者：2 名) 

 

議 題： 

１． 前回報告会議事録はメールにて承認済み。 

２． 2021 年度会費について 

今年度の法人会員の会費について、前年度コロナ禍により事業に大きく影響を受けた会員が多く、

従来の年商規模に応じた計算方法では、大幅な会費収入の減少が想定される。しかしながら、各

企業の経営も厳しい状況となっていることから、計算方法の見直しは行わず、従来通りの計算方

法にて会費徴収を行うこととする。ただし、日本人会の収支状況をみつつ、活動の見直しを行うこ

とも想定しておく。 

３． 各部年間活動計画提案 

（１）  教育部 （平野部長） 

     ・グアム日本人学校のニューノーマル教育体制の確立に向けて、総領事館、Online Class 

Working Group、学校理事会、学校企画委員会、PTAとの連携を強化し、日本人学校のサポ

ートを強力に行っていく。 

      ・学校支援につながるイベントとして、「秋祭り」「チャリテ--ゴルフ大会」の開催に向けて、関係 

各方面からの情報収集を行い、実現可能な開催時期、開催方法を検討していく。 

(２) 青年部 （木村部長） 

 ・ 昨年度、中止となった『第 41 回 秋祭り』の開催を目指していく。 

外務省からのグラスルーツ（草の根）予算を原資として、安全を最優先としたイベントとする    

べく、秋祭り実行委員会の前段として、青年部、教育部をメンバーとした秋祭り作業部会を 

設立して準備を進める。 

     ・ 開催については、以下の点を重点に検討を進めていくこととする。 

①安全管理（何故、何処で、どの様に、誰に） 

②品質管理、体制（誰が、何を） 

③工程管理（何時） 

④原価管理、予算（いくらで） 

        一つの案として、UOG フィールドハウスにての、チケット制による入場体制、デザインプラ 

        ンなどの提示があった。 

(３) 文化部 （青木部長）  

  ・ 2021 年度の活動計画については、基本的には 2020 年度の計画を踏襲した活動とする。 



  ・ 対面、参加型を極力推進するが、コロナ感染状況により人数制限など安全管理を徹底す

る。    （中止、延期も含める。） 

  ・ GCWC（Guam Council of Women’s Club）へは、今年度も会員として参加、協力して地域社 

   会へのボランティア活動に積極的に参加する。 

  ・ ニューノーマル推進として、商工部と連携しながら、バーチャルツアーなど新しい形態を模索

し、提案していく。 

   （４） 商工部 （渡辺部長）  

       ① 2021 年活動主旨 

・ 状況は昨年より改善されているもののコロナ禍であることを踏まえ、オンラインを活用した 

活動を取り入れる。 

・ 昨年実施したオンラインツアー・社会見学の経験を元に日本文化をバーチャル体験でき 

る活動を行う。（文化部との協働） 

・ 今後の観光再開に向けて日本以外の国との情報交換の場を提供する。 

② 具体的な活動案 

・ オンラインを活用した会社訪問（カルピスみらい、成田空港、羽田空港、国会議事堂 

など） 

・ オンラインを活用した日本文化の紹介（豊洲市場見学ツアー、古都・飛騨高山散策ライ 

ブツアー、 京都嵐山散策ライブツアー、芝東照宮～増上寺 江戸にタイムトリップ＆     

新緑ウォークなど） 

・ 韓国、台湾の在グアム商工部および関係者との情報交換会・懇親会の開催 

（５） 渉外広報部 （菅谷部長）  

   ・ 5 月１3 日（木） 総務部・渉外広報部合同会議を実施。 

      ・ 2021 年度の年次計画案の提示があった。 

・今年度は、紙媒体としての会報誌「ラッテ」の発行は見送ることとし、ホームページの充実 

による広報活動の強化を図っていく。会報誌「ラッテ」については、一旦休刊とするが、配 

布できる環境が整えば、再開することも検討していく。 

     ・ホームページのコストダウン、編集作業などの課題点を考慮し、今後は事務局でのホー 

ムページ制作、管理を行っていくことが可能かどうかについて検討を行っていく。 

     ・ ホームページの内容の充実を図るため、クッキングレシピー、生活便利情報など、会員 

の楽しめるニュースソースについても検討を重ねていきたい。 

（６） 総務部 (堀部長) 

      ・ 総務部の 2021 年度活動計画について提案があった。 

・ ステイウェル 会員保険の加入者 21 名 （前月比 変わらず） 

        ・ 4 月 26 日に、台北経済文化交流事務局の陳様、許様の両氏が表敬訪問に 

          日本人会事務局を来訪され、佐藤会長、青木文化部長、渡辺商工部長がその対

応にあたった。 



   （７） 会計部 （八巻部長） 

・ 4 月末締め会計報告について、報告がなされた。 

４．審議事項 

    （１） チャリティーゴルフ大会の収支について （平野教育部長） 

     ・ 2020 年度に開催したチャリティーゴルフでの収支差額全額（＄11,790.05）を、グアム日 

         本人学校に寄付することが提案され、承認された。 

     ・ 寄付の受け渡しは当地の四半期タームで Third Quarter とし、7 月に実施を予定する。 

    （２） グアム補習授業校の校長就任依頼 （平野教育部長） 

       上記についての説明があり承認された。 

     （３） GCWC（Guam Council of Women’s Club）への寄付について（青木文化部長） 

・ 例年実施している寄付について、250 ドルの寄付の承認がなされた。 

     

  次回第3回定例理事会は、2021年 6月 17日（木） 午後 1時半より、日本人会事務局会議室 

にて開催予定。                                         

                                                          以上                                         


